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博 士 論 文 の 要 約 
 
 

博士の専攻分野の名称： 博 士（農学） 氏名  浅井 さやか 
 

 
 

明治・大正期の国立博物館が収集した鳥類標本史と 

その現代的意義に関する研究 
 
 
 自然史研究に利用される標本は，いつ，どこで採集されたかといった情報を備え，

良好な状態で保管される必要がある（松浦 2014）．標本は採集された生物がその日，

その場所で生息していた証拠であり，標本が研究に利用されれば，標本は研究結果を

保証する役割を担うことになるからである．標本が研究資源として活用され続けるた

めには，採集地，採集日，採集者といった採集情報に加え，標本番号などの情報が適

切に付属していなければならない．しかし，古い標本の中には，標本に添付されたラ

ベルが汚損，あるいは破損で読めなくなったり，採集当時の記載内容の解釈が困難に

なったりなどで，十分な採集情報を得られず，学術標本として研究に利用しにくいも

のが存在する．このように採集情報が失われたとされる標本であっても，標本台帳や

採集者のフィールドノートなどから帰属する標本群（コレクション）の成り立ちや採

集者の背景を調べることで，採集情報を復元し，利用価値が低いとされていた標本の

価値を向上させることができる（例えば，加藤 2012 など）． 

 本論では，タイプ標本や絶滅種の標本など学術的に重要な標本を含むにも関わら

ず，採集情報が明確でない標本が多い，東京帝室博物館がかつて所蔵していた鳥類標

本群（以後、帝室博物館コレクション）の歴史的経緯を明らかにする．その過程で得

られる資料から各標本の採集情報を復元することを目的とする．さらに，情報復元し

た標本が，現代の鳥学や博物館史などに対しどのような価値を有するのかといった，

帝室博物館コレクションの意義について考察する． 

 

帝室博物館コレクションの成立と歴史的背景 

 東京帝室博物館（以後、帝室博物館）は，東京国立博物館の前身である．現在の東

京国立博物館は，文化財を多数所蔵するが，設立当初は動植物などの自然史標本を所
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蔵していた．東京国立博物館の自然史標本は，関東大震災ですべての所蔵標本を焼失

した国立科学博物館に大部分を移管したことが知られている（東京国立博物館 1973）.

しかし，山階鳥類研究所（以後，山階鳥研）には国立科学博物館よりも多数の帝室博

物館旧蔵の鳥類標本（帝室博物館コレクション）が存在した．また，山階鳥研の帝室

博物館コレクションは学習院から移管されたことが知られていたが，帝室博物館から

山階鳥研までの移管経緯は不明確であった．そこで第 2章では，帝室博物館コレクシ

ョンの歴史的背景を検討し，各標本の情報復元につながる資料の探策を行った．また，

帝室博物館コレクションの一部が山階鳥研に所蔵されるに至った経緯も検討した． 

 その結果，帝室博物館コレクションは，東京国立博物館が設立した 1872（明治 5）

年から，帝室博物館天産部が廃止された 1923（大正 12）年までに，東京国立博物館

が収集した標本群であった．帝室博物館コレクションには，1890（明治 23）年に，国

立科学博物館が設立した 1875（明治 8）年から収集していた標本が統合されていた．

帝室博物館天産部の廃止後は，自然史標本の大部分が国立科学博物館へ移管されたこ

とから，帝室博物館天産部の鳥類標本台帳（天産部台帳）が国立博物館から見出され

た．この台帳に記載された収集経緯から，帝室博物館コレクションは，次の 3 つの標

本群に分けられた． 

（1）1872年から 1889年までに東京国立博物館が収集した標本群． 

（2）1875年から 1890年までに国立科学博物館が収集した標本群． 

（3）1889年から 1923年までに東京国立博物館が収集した標本群． 

各標本をこの 3 標本群に当てはめることによって，収集年代が限定され，採集日を確

定，あるいは限定することができた． 

 山階鳥研には，帝室博物館コレクション 3,349点を所蔵していたが，天産部台帳か

ら帝室博物館コレクションの全体が把握できたため，山階著研にはコレクションの標

本収集が終了した 1923年時点のほとんど（83.0%）が現存していたことも判った．東

京国立博物館と国立科学博物館の資料調査によって，山階鳥研への移管経緯は，1923

年に帝室博物館天産部が廃止した後に，国立科学博物館に移管された標本のうち，学

習院に貸与されたものが，1966年までに山階鳥研に移管されていたことが判った（図

1）． 
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図 1．国立博物館の歴史と帝室博物館コレクションの移管の流れ．点線は標本の移動

を示す．小林・加藤（2017）を基に改変． 

文部省博物館設置
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帝室博物館コレクションを構成する主な標本群の歴史 

 帝室博物館コレクションの各標本の情報をより明確にするために，コレクションを

構成する主要な標本群の歴史的背景を検討した．帝室博物館コレクションは，標本ラ

ベルから海外の博物館に由来する標本が多数確認された．本論では第 3章でスミソニ

アン米国立博物館（スミソニアン），第 4章でオーストラリア博物館，第 5章でフラ

ンス国立自然史博物館に由来する標本群を検討した．いずれの標本群も，標本ラベル

などから，各博物館に由来する標本であることが断片的に分かるのみで，入手経緯の

全容は判っていなかった． 

 各標本群の背景を検討した結果，スミソニアン由来標本は，1877年にスミソニアン

から東京国立博物館と国立科学博物館へ送付された 2 ルートと，1887年に国立科学博

物館に送付された３つのルートによって，計 1,321点を入手していたことが判った．

このうち 1,306点（98.9%）が山階鳥研に現存していた（第 3章）． 

 オーストラリア博物館由来標本は，1888年に同博物館から国立科学博物館へ，1893

年に東京国立博物館へ送付された 2 ルートによって，計 329点を入手した．このうち

326点（99.1％）が山階鳥研に現存していた（第 4章）．また，フランス国立自然史

博物館由来標本は，1877年に同博物館から国立科学博物館へ 104点が送付され，この

うち 82点（78.8％）が山階鳥研に現存していた（第 5章）． 

 さらに，各標本群の歴史的背景を検討する過程で，帝室博物館コレクションの各標

本と照合できる旧蔵博物館の標本台帳などの資料が見出された．これにより，標本の

採集地，採集日，採集者が復元できた．標本の採集情報が復元されたことで，これま

で認識されていなかったタイプ標本を見出すことができた．また，各標本の種同定の

誤りや，現在発信されている国際データベース情報の誤りが修正可能になるなど，各

標本の学術的価値を向上させる成果が得られた（第 3，4，5章）． 

 

帝室博物館コレクションの情報復元 

 第 6章では，帝室博物館コレクションの南鳥島産標本を例に，標本の歴史的背景か

ら採集情報を復元し，情報が復元された標本の学術的な意義を検討した． 

 南鳥島は，小笠原諸島父島から東南東 1,300km の太平洋上に位置する日本最東端の

海洋島である（図 2）．帝室博物館コレクションには，天産部台帳で採集地が南鳥島



                     
 

5 

と記載された標本が 42点あり，そのうち 26点が山階鳥研に現存していた．天産部台

帳には，採集日の記載はなかったが，全てが 1902，03（明治 35，36）年に寄贈され，

6件の寄贈者が記載されていた．現存する標本のラベルからも，採集日は不明であっ

た． 

 

 
図 2．南鳥島の位置 

 
 

 標本の歴史的背景を検討した結果，1902年に起きた南鳥島事件に関連して帝室博物

館（東京国立博物館）に寄贈された標本であったことが判明した．現存する 26点の

寄贈者は，上滝七五郎，秋元秀太郎であり，彼らの活動背景から，採集期間は，上滝

寄贈標本では 1900年から 1902年 10月 9 日，秋元寄贈は 1902年 7月 28 日から 8月

29 日と推定された． 

 1902年の採集当時の南鳥島には，11 種の海鳥が繁殖していたが，海鳥の乱獲や第

二次世界大戦で島の環境が悪化したことなどで，1952年までに 9 種の繁殖集団が消滅

した（Bryan 1903, Kuroda 1954）．現存する南鳥島産標本の中には，消滅した繁殖個

体群の標本が含まれていた．これらの標本は南鳥島で消滅した繁殖個体群を解明する

上で，有効な研究資源としての価値が見出された．また，帝室博物館コレクションの

南鳥島産標本は，明治期に海鳥の羽毛や剥製が日本から輸出された時代の歴史的資料

としても位置づけられた． 

・南鳥島

鳥島 Torishima Is.

父島 Chichijima Is. 

硫黄島 Iwoto Is. 

小笠原諸島
Ogasawara Islands 

Minami-Torishima 
Is. 

本州
Mainland
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本論の考察 

 第 7章では，本論で復元した各標本の採集情報を整理し，帝室博物館コレクション

の学術的価値を考察した． 

 本研究では，現存する帝室博物館コレクション 3,454点の約半数（50.5%）にあた

る 1,743点（スミソニアン由来標本 1,306点，オーストラリア博物館由来標本 329点，

フランス国立自然史博物館由来標本 82点，南鳥島産標本 26点）の歴史的背景を解明

し，標本情報を復元した．この成果は，これまで知られていた標本の情報を大きく修

正，補うものであり，標本の研究資源としての価値を向上させた． 

 標本の採集情報が復元されたことで，東京国立博物館では，1923年までに日本国内

はもとより，アメリカ大陸，オーストラリア，アフリカ，東南アジア，ニュージーラ

ンド，南極など世界各地の鳥類標本を有していた．また，採集年次は 1819年から 1923

年で，国内では屈指の歴史の古いコレクションであったことも明らかになった． 

 採集情報が復元された標本から，東京国立博物館と国立科学博物館が収集した標本

を考察すると，東京国立博物館の標本は，外交や社会的な出来事によって収集されて

いた傾向があった．一方，国立科学博物館の標本は，学術研究の目的で収集されてい

た傾向が見られた．帝室博物館コレクションは，2 つの国立博物館の創設から収集し

た標本であり，それぞれの博物館の活動を反映したコレクションと考えられた。それ

ゆえ，日本の博物館史の歴史資料にもなり得た．また，国立科学博物館の標本には，

新種記載に用いられたタイプ標本が含まれ（Stejneger 1887a，1887b，1887c，1887d，

1892），帝室博物館コレクションは，草創期の日本の鳥学史の歴史資料にもなり得た． 

 帝室博物館コレクションに含まれる絶滅種の標本は，いずれも標本収集当時には絶

滅しておらず，時間の経過の結果として絶滅種となっていた．温暖化など環境の変化

が著しい昨今では，地域絶滅は増加していくと予想される．歴史の古い帝室博物館コ

レクションは，現代との比較において有効な研究資源になるなど，学術的価値は今後

ますます高まると考えられた． 
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 本論の帝室博物館コレクションの成立と歴史的背景（2章），帝室博物館コレクシ

ョンを構成する主な標本群の歴史—スミソニアン米国立博物館由来標本群（3章），オ

ーストラリア博物館由来標本群（4章）は以下の論文を参照されたい． 

 

l 小林さやか・加藤 克 (2017) 明治・大正期に収集された国立博物館の鳥類標本

コレクションの検証―山階鳥類研究所所蔵の帝室博物館旧蔵鳥類標本の歴史的

背景とその評価―．タクサ 日本動物分類学会誌 43: 42-61. 

https://doi.org/10.19004/taxa.43.0_42 
 

l 小林さやか・加藤 克 (2020) 東京帝室博物館旧蔵鳥類標本コレクションの歴史

―スミソニアン米国立博物館に由来する標本に注目して―．タクサ 日本動物分

類学会誌 49: 45-55. 

https://doi.org/10.19004/taxa.49.0_45 
 

l 小林さやか・加藤 克 (2020) 東京帝室博物館旧蔵鳥類標本コレクションの歴史

―オーストラリア博物館に由来する標本に注目して．日本鳥学会誌 69(2): 

209-221. 

https://doi.org/10.3838/jjo.69.209 
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